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勺∈【0′の】について，  

mf（ズ；′ズニf）≧mf（ズf′払）  

が成立するときである．ただし，ここで，  

暮● ズニf＝（ズ；′‥′ズ＿レズ硯′‥′㌶）である．   

漁師の間でどのような協力が形成されてい  

るかを表すため，提携構造の概念を用いる．  

漁師の集合N＝（1′2′‥′可の分割ア  

＝（ち′52′…′乾Iを提携構造と呼ぶ・ただし，  

任意のf＝1′‥′たについてSf≠β，f≠ノなら  

ばSfnSノ＝ので・ち∪…∪簸＝Nである・  

提携S一に属する漁師の間では彼らの総所得  

∽sf≡∑ノ∈Simノ を最大にするように・彼  

らの労働投入量は決定される．   

ある提携構造がア＝†ち′ち′…′簸Ⅰが成立し  

ているとしよう・いま，提携Sfの総労働投  

入量をズsf≡∑伺∬ノと表す（7＝1′…′た）と  

き労働投入量のリスト碕′痍′…′瑞）が  

提携構造アの下で均衡であるとは，任意の  

f＝1′‥′た・任意のズsi∈【0′l卯姉こついて，  

msf鴫′ズニsf）≧m5f（ズsi′エニsf）  

が成立するときである．  

1．はじめに   

本論文では共有地の資源が過剰に利用され  

た結果，様々な社会的損失が生ずる状況「共  

有地の悲劇」の問題において，個人の協力の  

可能性を分析する．資源の利用を節約するた  

めに各個人が提携を形成し，資源利用量の調  

整を行うことを計画した場合，最も重要なの  

は提携外のメンバーの行動をいかに考えるか  

である．かれらは自由気ままに資源を利用す  

るかも知れないし，提携を形成し節約的に資  

源を利用するかも知れない．本論文では，こ  

れを外部の提携形成に関する予想ととらえ，  

協力ゲームの分割関数形ゲームの手法を用い  

て分析を行っている．  

2．提携構造と均衡   

〝人の漁師から成る漁村を考え（〃≧2），  

漁師の集合をⅣ＝（1′2′‥′可とする．各漁師  

は湖で魚を捕るための労働時間を決定する．  

いま，のを各漁師の初期保有，すなわち，  

可能な総労働時間（例えば24時間）とし，  

ズf∈【0′の】を漁師fが魚を捕るための労働投  

入量を表すものとする．よって，漁師ゴの余  

暇時間はの－ズfで表される・総労働投入量を  

ズⅣ≡∑ノ∈N勺で表すと・如Nの備に対し  

てどれだけ魚が捕れるかば生産閑雲町によっ  

て記述される・ここで／′（エⅣ）＞0 と  

／′′（ズN）＜0を仮定する・漁師が捕獲できる  

魚の量は，ズー／（ズN）／ェNであり，魚の価格  

を1とし，余暇の機会費用を可で表すと，漁  

師fの所得は，  

椚f恒2′・‥′ズ”）＝付N）＋和一石）  

で表される．   

漁師の間で協力が全く行われない場合には，  

ナッシュ均衡の労働投入が行われると考える．  

労働投入量のリスト（ズ；′ズ；′…′ズ；）がナッ  

シュ均衡であるとは，任意のf∈Ⅳ．任意の  

定理1・ア＝（ち′S2′…′簸Iを任意の提携構造  

とする．このときアの下での均衡  

（ズ；1′…′琉）は，   

／′（瑞）＋（た－1）／（瑞）／瑞＝たヴ，  

●  均＝琉／たforallf＝1′…′た－  

をみたす．  

3．特性関数形ゲームとコア   

この節では協力の結果，最終的に各漁師に  

分配される利益の配分案を考察する．提携構  

造ア＝（ち′ち′…′簸Iが与えられているとき，  

（屯′残′‥り残）をアの下で均衡労働投入量  
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るケースを考える．このケースにおいて，実  

現可能な利得ベクトルの間の支配関係麺  

は次の用に定義される．   

z 垂型 Z’⇔ ］∫∈p S．t．  

（1）∑ノ。SZノ≦ひァ（5）  

（2）zj＞Z’j forallj vith j∈S  

すなわち，自分たちにとって最も好ましい提  

携構造が成立すると考えて，利得ベクトルの  

間の支配関係を考えている．この支配関係に  

よるコア∈に対し，次のレンマが成り立つ．  

レンマ2・∂（5）＝ひァ（S）  

とするとき，〔とC（∂）は一致する・   

としよう・アの下での提携Sf∈クの獲得可能  

な値ひァ（Sf）を以下のように定義する・  

ひァ拘）≡∑ノ∈招碕′残…′瑞）  

提携構造ア＝（ち′S2′…′Sた）が与えられている  

とき，その下で実現可能な利得ベクトル  

勺∈月〃は次の条件を満たすべクトルとして  

定義される．  

∑画Zノ≦ひァ（5f）   

ある提携構造によって実現可能な利得ベク  

トル全体の集合を∫とするとき，これらの利  

得ベクトルの間の支配関係を導入する．2つ  

の実現可能な利得ベクトルzとz●に対し，あ  

る提携Sが存在して，次の2条件を満たすと  

きzはz■を支配するといい，Z（わ椚 Z■  

とかくことにする．  

（1）  ∀p∋∫，∑ノ∈SZノ≦ひァ（S）  

（2）  zノ＞Z’ノ ∀j雨thノ∈5  

さらに・条件∑珂膏＝ひァN（N）をみた  

す利得ベクトルの集合をgとする．   

われわれは最終的な分配の候補として，い  

かなる実現可能な利得ベクトルにも支配され  

ない実現可能利得ベクトルを考え，その集合  

をコアと名づける．コアCは次のように定義  

される．  

C＝（z∈Jト］z’∋Z’ゐ椚Z）  

明らかに C⊂ど が成り立つ．一方，  

叫N）＝ひァⅣ（N）としたときTUゲーム  

（N′ひ）のコアC（可は任意の提携について，  

その提携に所属するプレイヤーの利得の和が，  

その提携の獲得可能な倍以上を実現するよう  

な利得ベクトルの集合である：  

C（ひ）≡（z∈gl∑ノdZノ≧ひ（S）′∀S⊂N′5≠Ⅳ）  

この2つのコアについて，次のレンマと定理  

が成り立つ．  

レンマ1。ひ（S）＝ひク（S）  

とするとき，CとC（ひ）は一致する・  

どのような提携構造が成立するかについて  

人々の予測が，悲観的である場合にはコアは  

存在することを定理2は示している．しかし，  

提携構造に関する予測がより楽観的である場  

合には，コアは存在するとは限らない．これ  

をより詳しく考察するため以下の特性関数形  

ゲームを考える．ある整数r，1≦r≦和一1が  

与えられた下で，特性関数びrを次のように  
定義する．  

Wr（5）＝ひァ（5）ifl司＝r  

＝Vp（S） otherwise・  

このゲームについて次の定理が成り立つ．   

定理3rを乃≧4rなる自然数とする．この  

とき，任意のゲーム（N′ひr）に対し，  

C（ぴr）＝∽  

が成り立つ．  
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4。楽観的な予想の場合のコア   

この節では，人々が楽観的な予想をしてい  
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